データ通信について . 

ご使用になる前に . 

データ転送 ( OBEXTM 通信)の準備とミ荒れ . 

データ通信の準備とミ荒れ . 

パソコンと FOMA 端末を接続する . 

FOMA 通信設定ファイルをインストールする . 

FOMA PC 設定ソフトについて . 

FOMA PC 設定ソフトによる通信の設定 

(Windows XP/Windows 2000 Professional の場合) 
FOMA PC 設定ソフトによる通信の設定 

(Windows Vis ねの場合） . 

FOMA PC 設定ソフトを使わない通信の設定 


FOMA® 50905 iCS 

パソコン接続マニュアル 


AT コマンド . 23 


■パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA SO 905 iCS でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 
CD - ROM 内の 「 FOMA 通信設定ファイル 」 「FOMA PC 設定ソフト」のインス I ル方法などを説明して 
います。お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 


2 3 3 4 4 6 
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—夕通信について 


FOMA 端末で利用でさるデータ通信は、パケット通信、 

64 K データ通信、データ転送 (0 目 EX ™ 通信）の3つに 

分類されます。 

• FOMA 端末は Remote Wakeup には対応していません。 

- FOMA 端末は FAX 通信をサポートしていません。 

• FOMA 端末をドコモの PDA rsigmarionnj / rsigmarionfflj 
/「 musea 」 に接続してデータ通信を斤う場合 、 rsigmarionnj 
/ rmuseaJ をアップデートしてご利用ください。アップデー 
卜のち法などの詳細については、ドコモのホームページをご 
覧ください。 

-海外では、パソコンなどと接続して行う 64 K データ通信は利 
用でをません。パケット通信を斤ラ場合は、 IP 接続で通信を 
斤ってください。 （ PPP 接続ではパケット通信できません） 


データ 転送 (0 BEXTM 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを他の FOMA 
端末やパソコンなどとの間で送受信します。 

■ホ外線通信、 iC 通信 


FOMA 端末 



■ FOMA 巧電機能付 USB 接続ヶーブル 01/02( 別売)、 
microSD メモリーカード、ドコモケータイ datalink 


FOMA 端末 





送受信したデータ量に応じて通信料びかかる通信形態 
です。（受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps ) 
パケット通信は、 FOMA 端末と FOMA 充電機能付 
USB 接続ケーブル01/02 (別売）を使ってパソコンと 
接続し、各種設定を行ラと利用でさます。ドコモのイ 
ンターネット接続ヴービス 「mopera U 」/「 mopera 」 な 
ど、 FOMA パケット通信に対応したアクセスポイント 
をご利用ください。また、 FOMA ネットワークに接続 
された企業内 LAN にアクセスし、データの送受信をす 
ることをでさます。 

-パケット通信は、画像を含むサイトやインターネットホーム 
ページの閲覧、ファイルのダウン□ー ドなどのデータ量の多い 
通信を行ラと、通信料び高額になりますのでごを意ください。 

- FOMA 八イスピードエリア外では送受信とをに最大 384 kbps 
とな0ます。 

• 卜 J モの PDA 「 sigmarion 田」、 「 sigmarion 口」、 「 musea 」 
でパケット通信をご利用の場合、送受信とちに最大 384 kbps 
となります。ノ V イスピードエ U ア対応の高速通信には対応し 
ておりません。 


64 K データ通信 


接続している時間に応じて、通信料びかかる通信形態 
です。 

64 K データ通信は、 FOMA 端末と FOMA 充電機能付 
USB 接続ケーブル01/02 (別売)を使ってパソコンと接 
続し、各種設定を行ラと利用でさます。ドコモのイン 
夕ーネット接続ヴービス 「mopera U 」/「 mopera 」 など 
の FOMA 64 K データ通信に対応したアクセスポイン 
卜、またはに DN の同期 64 K アクセスポイントをご利用 
ください。 

• 64 K データ通信は、長時間通信を行うと、通信料び高額にな 
りますのでご注意ください。 


ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプ□バイダの利用料金 


インターネットを利用する場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダに対する利用料び必要 
になります。この利用料は、 FOMA サービスの利用料 
とは別に直接インターネットサービスプ□バイダにお 
支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、 
ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお問い 
合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 
/「 mopera 」 をご利用いただけます。 
rmopera U 」 をご利用いただく場合は、お申し込みび 
必要(有料）となります。 rmopera 」 をご利用いただく 
場合は、お申し込み不要、月額使用料無料です。 


接続巧(インターネットサービスプ□バイダなど)の設定 


パケット通信と 64 K データ通信では接続先び異なりま 
す。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の接 
続先、 64 K データ通信を行うときは FOMA 64 K データ 
通信、またはに DN 同期 64 K 対応の接続先をご利用くだ 
さい。 

- DoPa のアクセスポイントには接続でをません。 

-円 AFS などの PHS 64 K /32 K データ通信のアクセスポイント 
には接続でをません。 


ネットワークアクセス時のユーザー認証 


接続先によっては、接続時にユーヴー認証 ( ID とパス 
ワード）び必要な場合びあります。その場合は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパスワー 
ドを入力して接続してください。 ID とパスワードは接 
続先のインターネットサービスプ□バイダまたは接続 
先のネットワーク管理者から付与されます。詳しい内 
容については、インターネットサービスプ□バイダま 
たは接続先のネットワーク管理者にお問い合わせ<だ 
さし、。 
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ブラウザ利用時のアクセス認証 


パソコンのインターネットブラウヴで Fi rstPass 対応 
サイトを利用するときのアクセス認証で 、 FirstPass 
(ユーヴー証明書）び必要な場合、本 CD - ROM から 
FirstPass PC ソフトをインス! -- ルし、設定を行って 
ください。詳細は本 CD - ROM 内の [ FirstPassPCSoft ] 
フオルダ内の 「 FirstPassManuaLKPDF 形式)をご覧く 
ださい 。「 FirstPassManuaU ( PDF 形式）をご覧になる 
には、 Adobe ® Reader ® (パージョン 6.0 し U 上を推奨） 
び必要です。お使いのパソコンにインス I -ールされて 
いない場合は、本 CD - ROM 内の Adobe ® Reader ® を 
インス I -ールしてご覧ください。 

ご使用方法などの詳細につきましては 、 [Adobe 
Reader へ>1レプ」を参照してください。 


パケツト通信および 64 K データ通信のま件 


FOMA 端末で通信を行ラためには、の条件び必要 
になります。（日本国内の場合） 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売)を利用で 
きるパソコンであること 

- FOMA パケット通信、 64 K データ通信に対応した PDA である 
こと 

- FOMA ヴービスエ U ア内であること 

-パケット通信の場合、接続先び FOMA パケット通信に対応し 
ていること 

- 64 K データ通信の場合、接続先び FOMA 64 K データ通信、ま 
たはに DN 同期 64 K に対応していること 
ただし、上の条件び整っていてち、基地局び混雑して 
いる、または電波状態び悪い場合は通信びでさないこ 
とびあ0ます。 



データ通信を利用するためのパソコンの動作環境はし U 
下のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

- PC - AT 互換機で CD - ROM ドライブび使用 
できる機器 

• USB ポー ^Universal Serial Bus 
Specification Rev 1.1 準拠） 

0 S 《1 

Windows 2000 Professional 、 

Windows XP 、 

Windows Vista (各日本語版） 

必要メモ|」《2 

Windows 2000 Professional : 64 MB 切上 
Windows XP : 128 MB 1^ U 上 

Windows Vista : 512 MBU 1 上 

八ードディスク 
容量※2 

己 MB け上の空を容量 

ディスプレイ 

Hiah Color （65, 536色)、解像度800 x 600 
ドットけ上を推奨 


OS アップグレードからの動作は保証の対象外となります。 
《2必要メモ U •八ードディスク容量は、パソコンのシステム 
構成によって異なることびあります。 


-メニューび動作する推奨環境は下のとおりです。 

Windows XP/Windows 2000 Professional の場合 
Microsoft Internet Explorer 6.0^1 降です。 

CD - ROM をセツトしてもメニューび表示されない場合 
は、マイコンピュータなどで CD - ROM を参照し、 [ index , 
html ] をダブルク U ツクしてください。 

Windows Vista の場合 

Microsoft Internet Explorer 7.0じ>降です。 

CD - ROM をセツトしてもメニューび表示されない場合は、 
コンピュータなどで CD - ROM を参照し、 [ index . html ] を 
ダブ J レク U ツクしてください。 

参 CD - ROM をパソコンにセツトすると、下記のよラな警告 
画面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキュリティの設定によって表示されますび、 
使用には問題ありません。 

[はし、]をク U ツクしてください。 

※画面は Windows XP を使用した場合の例です。お使い 
のパソコンの環境によって異なることびあります。 



必要な機器について 


FOMA 端末とパソコン I ソ外に！; TF の八ードウェア、ソ 
フトウェアを使います。 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）または 
FOMA USB 接続ケーブル(別売） 

-付属の CD-ROMrFOMA SO 905 に S 用 CD - ROM 」 

参 本マニュアルでは、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
01/02( 別売)の場合で説明しています。 

参 USB ケーブルは専用の 「 FOMA 充電機能付 USB 接続ケー 
ブル01/02」または 「FOMA USB 接続ケーブル」をお買い 
ホめください。パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部 
の形状び異なるため使用でをません。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合びあります。 

■用語解説 

•管理ち権限 

Windows XP、Windows 2000 Professional、Windows 

Vis ねのシステムのすべてにアクセスできる権限。 ■! 台のパソ 
コンに最低1人は管理者権限を持つユーヴーび設定されていま 
す。通常、管理者権限を持たないユーヴーは、 FOMA 通信設 
定ファイルのインス I -ールびでをません。管理者権限の設定 
については、各パソコンメーカやマイク□ソフト社にお問い 
合わせください。 

• APN(Access Point Name ) 

パケット通信で接続先のインターネットサービスプ□バイダ 
や企業内 LAN を識別する文字列。たとえば rmopera U 」 の場 
合は、 rmopera . net 」 び APN です。 

参 cicKContext Identifier ) 

パケット通信の接続先 ( APN ) を FOMA 端末へ書さ込むとさの 
登録番号。 FOMA 端末では、1から10までの10件を登録でき 
ます。 

FOMA 端末のお買い上げ時の cid 登録 


登録番号 ( cid ) 

接続巧 ( APN ) 

1 

mopera . ne.jp ( mopera ) 

2 

未設疋 

3 

mopera.netCmopera U ) 

4〜10 

未設疋 
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• DNSCDomain Name System ) 

ドメインネーム(例： nttdocomo . co . jp ) をコンピュータで使 
ラ IP アドレスに変換するシステム。 

• QoSCQuality of Service ) 

サービスの品質。通信時にユーヴーの意図どおりに回線を利 
用するための技術。 FOMA 端末では、接続するとさの通信速 
度などを設定でさます。 

♦通信設定最適化 

FOMA ネットワークでパケット通信を斤うときに、 TCP/IP 
の伝送能力を最大限に生かすための 「 TCP パラメータ設定 
ツール」です。 FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するに 
は、このソフトウェアによる通信設定び必要です。 


データ 面送 (0 BEXTM 通信) の 
準備と流れ 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02側売)を 
ご利用になる場合には、 FOMA 通信設定ファイルをイ 
ンス I -ールしてください。 


FOMA 通信設定ファイルをダウン□-ド、インス! — ルする （ R 4) ' 


• 付属の CD - ROM からインス I -ール 
または 

ドコモのホームページからダウン□ー ドし、インス!-ール 



—夕通信の準備と流れ 


パソコンと FOMA 端末を接続して、パケット通信およ 
び 64 K データ通信を利用する場合の準備について説明 
します。 


FOMA 通信設定ファイルをダウン□-ド、インス! — ルする （ P .4)'' 


• 付属の CD - ROM からインス I -ール 
または 

• ドコモのホームページからダウン□ー ドし、インス!-ール 


パソコンと FOMA 端末を接続する （ R 4) 


インス I — ルした FOMA 通信設定フアイルを確認する （ P .5) 




通信を実行ずる （ P .11、17) 


コマンドをヴポートずる通信ソフトを起動 
する （ P .18) 


接続先を設定する （ P .18) 


発信ち番号通知/非通知を設定する （ P . 1 9) 


ダイヤルアップネットワークの設定をずる ( P .19) 


ダイヤルアツプ接続する ( P .23) 
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パソコンと FOMA 端末を接続ずる 


パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている状態で接 
続してください。 

- FOMA 端末の USB モード設定は[通信モー问に設定してくだ 
さい。 

1 が部接続端子カバーを開ける 

2 FOMA 端末の外部接続端子に FOMA 巧電機能付 
USB 接続ケーブル 01/02( 別売)①外部接続コネク 
夕を r カチッ」と音びずるまで差し这む 

3 パソコンの USB 端刊こ FOMA 巧電機能付 USB 接 
続ケーブル01/02① USB コネクタを接続ずる 

パソコンと FOMA 端末び接続され、 FOMA 端末に「:を」び表 
示されます。 



■取外しかた 


Windows XP の場合 


1 「FOMA SO 905 に S 用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セツトずる 



2 [データリンクソフト-各種設定ソフト]一 FOMA 
通信設定ファイル ( USB ドライバ）の[インス! 

J レ]をクリックずる 

rSO905 に S_USB_D 「 ive 「」 フォルダび表示されます。 

3 [ FOMAinst . exe ] を夕’ブルクリックずる 

FOMA SO905iCS USB ドライバの使用許諾契約び表示さ 
れます。 

4 内容をご確認の上、契約内容に同意ずる場合は[同 
意ずる]をクリックずる 

パソコンと FOMA 端末の接続確認画面び表示されます。 

[同意しない]をクリックした場合 

インス I -ールは中止されます。 

5 FOMA 端末とパソコンを FOMA 巧電機能付 USB 
接続ケーブル01/02で接続ずる 


1 FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02は必 
ずリリースボタンを巧しなび 57 j < 平に引を抜く 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01/02 を取外すと、 
FOMA 端末の画面から rf 」 び消えます。 


iJU —スボタン 

無理に引さ抜こラとすると 
故障の原因とな0ます。 



[キャンセ J レ]をクリックした場合 

インス I -ールは中止されます。 

6 [完了]をクリックずる 

FOMA バイトカウンタをインスI -- ルずる場合 

続けてインス I ''ールしてください。 


Windows 2000 Professional の場合 

1 「FOMA SO 905 に S 用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セツトずる 


2 パソコンの USB 端子から FOMA 巧電機能付 USB 
接続ケーブル01/02を引き巧く 


参 データ通信中に FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
01/02を取外さないでください。故障などの原因となります。 
参 FOMA 端末に表示される「1」は、 FOMA 通信設定ファイル 
のインス I -ール前には表示されません。 


FOMA 通信設定ファイルをイン 
ストールする 



FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01/02 (別売)を使って接続し、データ通信を 
行ラには、本 CD - ROM から FOMA 通信設定ファイル 
をインス I -ールしてください。 

-パソコンの管理者権限を持ったユーヴーでインス I -ールして 
<ださい。 


2 [データリンクソフト-各種設定ソフト] 一 FOMA 
通信設定ファイル ( USB ドライバ）①[インストー 
ル]をク U ックずる 

rSO905 に S_USB_D 「 ive 「」 フオルダび表示されます。 
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3 [ FOMAinst . exe ] をダブルクリックずる 

FOMA SO 905 iCS USB ドライバの使用許諾契約び表示さ 
れます。 

4 内容をご確認の上、契約内容に同意ずる場合は[同 
意ずる]をクリックずる 

パソコンと FOMA 端末の接続確認画面び表示されます。 

[同意しない]をクリックした場合 

インストールは中止されます。 

5 FOMA 端末とパソコンを FOMA 巧電機能付 USB 
接続ケーブル01/02で接続ずる 

[キャンセ J レ]をクリックした場合 

インス I ''ールは中止されます。 

6 [完了]をクリックずる 

FOMA バイトカウンタをインストールずる場合 

続けてインス I ''ールしてください。 


Windows Vista の場合 


1 「FOMA SO 905 iCS 用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セツトずる 



2 [データリンクソフト•各種設定ソフト]一 FOMA 
通信設定ファイル ( USB ドライバ）①[インス! 

J レ]をクリックずる 

rSO905 に S_USB_D 「 ive 「」 フォルダび表示されます。 

3 [ FOMAinst . exe ] を夕’ブルクリックずる 

ユーヴーアカウント制御画面び表示されます。 

4 [許可]をクリックずる 

FOMA SO905iCS USB ドライバの使用許諾契約び表示さ 
れます。 

5 内容をご確認の上、契約内容に同意ずる場合は[同 
意ずる]をクリックずる 

パソコンと FOMA 端末の接続確認画面び表示されます。 

[同意しない]をクリックした場合 

インス I -ールは中止されます。 

6 FOMA 端末とパソコンを FOMA 巧電機能付 USB 
接続ケーブル01/02で接続ずる 

[キャンセ J レ]をクリックした場合 

インス I -ールは中止されます。 

7 [完了]をクリックずる 

FOMA バイトカウンタをインス I ルずる場合 

続けてインス I ''ールしてください。 


インストールした FOMA 通信設定ファ 
イルを確認する 


FOMA 通信設定ファイルび正しくインス I -ールされて 
いることを確認します。 

- FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブ 
ル01/02側売)を使って、あらかじめ接続しておいてください。 


Windows XP/Windows 2000 Professional の 
場合 


例 ： Windows XP の場合 

1 [スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックし、 
[パフオーマンスとメンテナンス]一[システム]を 
クリックずる 

Windows 2000 Professional の場合 

[スタート]一[設定]一[コント□-ルノ（ネル]をクリック 
し、[システム]をダブルク U ックします。 

2 [八ードウエア]タブをクリックし、[デバイスマ 
ネージヤ]をクリックずる 


3 各デバイスをクリックし、インス!ルしたドラ 
イバ名を確認ずる 


デバイスの種類 

ドライバ名 

ポートに OM と LPT ) 

• FOMA SO 905 に S Command 
Port 

• FOMA SO 90 已に S OBEX Port 

モデム 

• FOMA SO 905 に S 

US 目 （Universal Serial 
Bus ) コント□-ラ 

- FOMA SO 905 に S 


• COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異なり 
ます。 


Windows Vista の場合 


1 [スタート] -* ■[コント □ —ルパネル]をクリック 
し、[システムとメンテナンス]一[デバイスマネー 
ジャ]をクリックずる 

ユーヴーアカウント制御画面び表示されます。 

2 [続行]をクリックずる 


3 各デバイスをクリックし、インス!ルしたドラ 
イバ名を確認ずる 


デバイスの種類 

ドライバ名 

ポートに OM と LPT ) 

• FOMA SO 905に S Command 
Port 

• FOMA SO 90 已に S OBEX Port 

モデム 

- FOMA SO 905 に S 

ユニバーサルシ U アル 
バスコント□-ラ 

- FOMA SO 905 に S 


- COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異なり 
ます。 
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FOMA 通信設定ファイルをアンインス 
卜ールする 


パソコンの管理者権限を持ったユーヴーでアンインストール 
してください。 

アンインス I -- ル開始前にパソコンから FOMA 端末を取外し 
て < ださい。 


Windows XP/Windows 2000 Professional の 
場合 


例 ： Windows XP の場合 

1 [スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックし、 
[プ□グラムの追加と削除]をクリックずる 
Windows 2000 Professional の場合 

[スタート]一[設定]一[コント□ールノ C ネル]をク U ック 
し、[アプリケーシヨンの追加と削除]をダブルク U ック 
します。 

2 [ FOMASO 905 に SUSB ] を選び、[変更と削除] 
をクリックずる 

削除確認画面び表示されます。 

3 [はい]をクリックする 

FOMA 通信設定フアイルのアンインス!-ールを開始します。 

4 [ OK ] をクリックずる 

参 インス!-ールに失敗したとき、または操作2の画面に 
「FOMA SO 905 に S USB 」 び表示されないときは、次の 
操作を行ってください。 

1. 「FOMA SO 905 に S 用 CD - ROM 」 をパソコンにセット 
する 

2. [スタート]一[マイコンピュータ]をク U ックする 

3. CD - ROM アイコンをちク U ックし、[開く]をク U ック 
する 

4. CD - ROMW © rSO 905 CS _ USB _ Dnve 「」- rDnvers 」 
一 rWin 2 k _ XP 」 フオルダを開く 

5. [ so 905 icsun . exe ] をタフルク U ックする 


Windows Vista の場合 


1 [スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックし、 
[プ□グラムのアンインス I -一 j レ]をク U ックずる 

2 [ FOMASO 905 に S USB ] を選び、[アンインス 
I ルと変更]をクリックずる 

ユーヴーアカウント制御画面び表示されます。 

3 [続行]をクリックずる 

削除確認画面び表示されます。 

4 [はい]をクリックずる 

FOMA 通信設定フアイルのアンインス!''ールを開始します。 

5 [ OK ] をクリックずる 


♦インス! -ールに失敗したとさ、または操作2の画面に 
[FOMA SO 905 iCS USB 」 び表示されないときは、次の 
操作を行ってください。 

1. 「FOMA SO 905 に S 用 CD - ROM 」 をパソコンにセット 
する 

2. [スタート]一[コンピュータ]をク U ックする 

3. CD - ROM アイコンをちク U ックし、[開く]をク U ック 
する 

4. CD - ROMW © rSO 905 CS _ USB _ D 「 ive 「」- rD 「 ivers 」 
-rWi n Vista 32」 フォ J レダを開く 

5. [ so 905 icsun . exe ] をタフルクリックする 


FOMA PC 設定ソフトについて 


FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 64 K 
データ通信を行ラには、通信に関するさまざまな設定 
び必要です 。 FOMA PC 設定ソフトを使ラと、簡単な 
操作で下の設定びでさます 。 FOMA PC 設定ソフト 
を使わずに、パケット通信や 64 K データ通信を設定す 
ることをでさます。 ( P .18) 

♦かんたん設定 

ガイドに従い操作することで FOMA データ通信用ダイヤル 
アップの作成を斤い、同時に通信設定最適化の設定などを行 
います。 

参通信設定最適化 

FOMA パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定 
を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、通信設定の最適化び必要 
となります。 

•接続巧 ( APN ) の設定 

パケット通信に必要な接続先 ( APN ) の設定を行います。 
FOMA パケット通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり 
通常の電話番号は使用しません。あらかじめ接続先ごとに、 
FOMA 端末に APN と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番 
号 ( cid ) を接続先ま号欄に指定して接続します。 

• お買い上げ時、 cid 1 には mopera の接続先 ( APN ) rmopera . 
ne . jp 」 び、 cid 3 には mopera U の接続先 ( APN ) rmopera . 
net 」 び登録されていますび、その他のプ□バイダや企業内 
LAN に接続する場合は、接続先 ( APN ) の設定び必要にな 
ります。 

• FOMA PC 設定ソフト Ver .4.0.0 け前のちいパージョン似 
後旧 FOMA PC 設定ソフトと呼びます）びインス I ルさ 
れている場合は、あらかじめ旧 FOMA PC 設定ソフトをア 
ンインス I ルしてください。 
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FOMA PC 醜ソフ N こよる離の醜 (Windows 
XP/Windows 2000 Professional の場合） 


FOMA PC 設定ソフトをインストール 
ずる 


FOMA PC 設定ソフトを使用する場合は、本 CD-ROM 
からインス I -ールしてください。 

- FOMA PC 設定ソフトをインス!-ールする場合は、必ずパソ 
コンの管理者権限を持ったユーヴーアカウントで行ってくだ 
さい。 

• インス!-ール開始前に起動中のプ□グラムはすべて終了して 
<ださい。 

- FOMA 端末の FOMA 通信設定ファイルびパソコンに正しく設 
定されていることを確認してください。 （ P .5) 

例 ： Windows XP の場合 

1 「FOMA SO 905 iCS 用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セツトずる 



2 [データリンクソフト-各種設定ソフト] 一 FOMA 
PC 設定ソフトの[インス I ル]をクリックずる 

-[インス!-ール]をク U ックすると、下記のよラな警告画 
面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキュ U テイの設定によって表示されます 
び、使用には問題ありません。 

「ファイルのダウンロードーセキュリティの警告」画面 
び表示された場合 

[実行]をク U ックしてください。 



「Internet Explorer -セキュリティの警告」画面び表示 
された場合 

[実行する]をク U ックしてください。 



3 [次へ]をクリックずる 

FOMA PC 設定ソフトの使用許諾契約び表示されます。 

4 内容をご確認の上、契約内容に同意ずる場合は[は 
し、]をクリックずる 
[いいえ]をク U ックした場合 

インス I -ールは中止されます。 

5 [タスクトレイに常駐ずる]にチェックし、[次へ] 
をクリックずる 



インス I -ール後、タスクトレイに r 通信設定最適化」び常駐 
します。 

-「通信設定最適化」の常駐の設定は、インス!''ール後に変 
要でをます。 

6 インストール巧を確認し、[次へ]をクリックずる 



変更ずる場合 

[参照]をク U ックし、任意のインス!''ール先を指定して 
[次へ]をク U ックします。 

7 プ□グラムフオルダのフォルダ名を確認し、[次へ] 
をクリックずる 



変更する場合 

新規フォルダ名を入力し、[次へ]をク U ックします。 

8 [完了]をクリックずる 

インストールび完了すると 、 FOMA PC 設定ソフトの操作 
画面び起動します。 
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例： Windows XP の場合 
1 起動中のプログラムを終了ずる 

-通信設定最適化ソフトを終了します。ウィンドウち下の 
タスクトレイの[通信設定最適化ソフト]をちクリック 
し、[終了]をク U ックします。 

- FOMA PC 設定ソフトを終了します。 FOMA PC 設定ソ 
フトち下の[終了]をクリックします。 

2 [スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックし、 
[プ□グラムの追加と削除]をクリックずる 
Windows 2000 Professional の場合 

[スタート]一[設定]一[コント□ールパネル]をク U ック 
し、[アプ U ケーシヨンの追加と削除]をダブルク U ック 
します。 

3 [NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト]を選び、 
[削除]をクリックずる 


FOMA 端末でのインターネット接続には、ブ□ー ドバ 
ンド接続オプションなどに対応した 「mopera U 」 のこ' 
利用をおすすめします。（別途お申し込みび必要です） 
また、今すぐに簡単にインターネットに接続したい方 
には、 「 mopera 」 び便利です。 

お客様の選択した「接続方法」および「接続プ□バイダ」 
の情報に従い、表示される設問に対する選択-入力を 
進めていくと、簡単に FOMA 用ダイヤルアップを作成 
でさます。 

設定の前に FOMA 端末びパソコンに接続され、正しく 
認識されていることを確認してください。 （ P .4、 己） 

例： Windows XP の場合 

1 [スタート]一[ずべて①プ□グラム]一 [FOMA PC 
設定ソフト]をクリックずる 



4 削除ずるプ□グラム名を確認し、[はい]をクリッ 
クずる 

アンインス I ''ールび実行され、プ□グラムび削除されます。 

5 [完了]をクリックずる 

FOMA PC 設定ソフトのアンインス I ルび終了します。 
通信設定び最適化されている場合 

下の画面び表示されます。通常は[はい]をク U ックして 
最適化を解除してください。 


み 


現な、 FOMA バケット巧にを祖ヒされています。 

アンインストールを実巧する前こ最滿ヒを賠除しますか？ 


(まい^ ] I いいま(が ] I キVン忆ル 


Windows 2000 Professional の場合 

[スタート]一[プ□グラム]一 fOMA PC 設定ソフト]を 
ク U ックします。 


各種設定前の準備 


FOMA PC 設定ソフトをアンインストー 
ルする 



ちを化のお拾 
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かんたん設定(パケツト通信) 


パケット通信は、画像を含むサイトやインターネットホーム 
ページの閲覧、ファイルのダウン□ードなどのデータ量の多い 
通信を行ラと、通信料び高額になりますのでごを意ください。 


fmopera UJ/lYnoperaJ を利用する場合 


•「 mopera 」 をご利用いただく場合、通信速度は送受信とも最 

大 384 kbps までとなります。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かんたん設定] 
をクリックずる 

2 [パケット通信(川 GH - SPEED 対応端末)]を選び、 
[次へ]をクリックずる 

3 [Fmopera U 』 への接続]または [『 mopera 』 への接 
続]を選び、[次へ]をクリックずる 

[Fmopera U 』 への接続]を選択したときは、ご契約の確認 
画面び表示されます。ご契約びお済みの場合は[はい]をク 
U ックしてください。 

4 [0 K ] をクリックずる 

FOMA 端末から接続先 ( APN ) 設定を取得します。しばら 
くお待ちください。 

ち [接続名]に接続名(任意の名前)を入力し、[次へ] 
をクリックずる 

.半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「<」レ 」 r I 」 r 」「!」は入力できま 
せん。 

• fmopera U 」 または 「 mopera 」 をご利用の場合は、発信 
者番号通知び必要です。[設定しない(推奨)]または[186 
を付加する（通知する)]を選択してください。 

- rmoperaU 」 は [ PPP 接続]、 [ IP 接続]両方に対応してい 
ます。海外で利用する場合は、 [ IP 接続]を選択し、発信 
者番号通知は[設定しない(推奨)]を選択して < ださい。 

•「 mopera 」 は [ PPP 接続]のみに対応し、海外で利用する 
ことはでをません。 



6 使用可能ユーザーを選び、[次へ]をクリックずる 

[ユーヴ ID ]、 [パスワー问は空欄でも接続できます。 

7 [最適化を行う]をチェックし、[次へ]をクリック 
ずる 

「 HIGH - SPEED 対応端末の確認」画面び表示されます。 

-すでに最適化されている場合、最適化を斤ラための確認 
画面は表示されません。 

8 [はい]をクリックずる 

9 設定情報を確認し、[完了]をクリックずる 


10 [ OK ] をクリックずる 

-操作7〜8で最適化を斤った場合は、パソコンを再起動す 
る必要びあります。 


その他のプ□バイダを利用する場合 


1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かんたん設定] 
をクリックずる 

2 接続方法に[パケット通信(川 GH - SPEED 対応端 
末)]を選び、[次へ]をクリックずる 

3 接続先に[その他]を選び、[次へ]をクリックずる 

4 [ OK ] をクリックずる 

FOMA 端末から接続先 ( APN ) 設定を取得します。しばら 
くお待ちください。 

5 [接続名]に接続名(任意の名前)を入力ずる 

. 半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「<」「〉」川「’’」「!」は入力できま 
せん。 

-接続ち式は [ PPP 接続]を選択してください。 

-海外で利用する場合は、 [ IP 接続]を選択してください。 

• アクセスポイントの接続ち式によっては、接続でをない 
ことびあります。 

-発信者番号通知の設定については、ご利用になるプ□パ' 
イダの指示に従ってください。 



■ 高度な設定 ( TCP / IP の設定） 

[詳細情報の設定]をク U ツクすると、 [ IP アドレス]、[ネー 
ムサーバー] の設定画面び表示されます。ご加入のプ□バイ 
ダや、社内 LAN などのダイヤルアツプ情報として入力び必 
要な場合は、入力指示情報を元に各種アドレスを登録して 
ください。 

6 腊続先 ( APN ) 設赶をクリックずる 
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7 [追加]をクリックし、接続巧 ( APN ) を設定し、 
[0 K ] をクリックずる 


8 新しく設定した接続巧 ( APN ) を選び、 [0 K ] をク 
リックずる 

9 [次へ]をクリックずる 

10 使用可能ユーザーを選び、[ユーザ ID ]、 [パスワー 
ド]を設定し、[次へ]をクリックずる 

[ユーヴ ID ]、 [パスワード]の設定は、プ□バイダから提供 
された各種情報を、大文字•ル文字などにを意し、正確に 
入力してください。 



11 [最適化を行う]をチェックし、[次へ]をクリック 
ずる 

-すでに最適化されている場合、最適化を行ラための確認 
画面は表示されません。 

12 設定情報を確認し、[完了]をクリックずる 
13 [ OK ] をクリックずる 

-操作11で最適化を斤った場合は、再起動の確認画面び表 
示されます。[はい]をク U ックします。 


かんたん設定 (64 K データ通信) 


fmopera UJ/rmoperaJ を利用する場合 _ 

• 64 K データ通信は、長時間通信を行うと、通信料び高額にな 
りますのでごを意ください。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かんたん設定] 
をクリックずる 

2 [64 K データ通信]を選び、[次へ]をクリックずる 

3 [Fmopera U 』 への接続]または [『 mopera 』 への接 
続]を選び、[次へ]をクリックずる 

[Fmopera U 』 への接続]を選択したときは、ご契約の確認 
画面び表示されます。ご契約びお済みの場合は[はい]をク 
U ックしてください。 

4 [接続名]に接続名(任意の名前)を入力し、[次へ] 
をクリックずる 

. 半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「<」「〉」「1」「’」「!」は入力できま 



せん。 

[モデムの選択]び 『0 MA SO 905 に幻になっていない 
場合は、 fOMASO 905 に S ] を選択します。 
fmopera U 」 または 「 mopera 」 に接続するためには、発 
信者番号通知び必要です。 [186 を付加する（通知する)] 
を選択してください。 


5 使用可能ユーザーを選び、[次へ]をクリックずる 

[ユーヴ ID ]、 [パスワード]は空欄でも接続できます。 

6 設定情報を確認し、[完了]をクリックずる 
7 [ OK ] をクリックずる 


cid は2または4〜10に設定します。 
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その他の プ □バイダを利用する 場合 


1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かんたん設定] 
をクリックずる 

2 接続方法に [64 K データ通信]を選び、[次へ]をク 
リックずる 

3 接続先に[その他]を選び、[次へ]をクリックずる 
4 ダイヤルアップ情報を入力ずる 

-発信者番号通知の設定については、ご利用になるプ□バ 
イダの指示に従ってください。 

[接; P 夕]; 

接続名(任意の名前)を入力します。 

. 半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「<」「>」「1」「"」「!」は入力できま 
せん。 

[モデムの選択]: 

『OMA SO 905 に S ] を選択します。 

標話番号]: 

プ□バイダ接続の電話番号を入力します。 

-プ□バイダから提供された情報を正確に入力してくだ 
さい。 



■ 高度な設定 ( TCP / IP の設定） 

簡細情報の設茵をク U ックすると、 [ IP アドレス]、[ネー 
ムサーバー] の設定画面び表示されます。ご加入のプ□バイ 
ダや、社内 LAN などのダイヤルアップ情報として入力び必 
要な場合は、入力指示情報を元に各種アドレスを登録して 
ください。 

5 [次へ]をクリックする 

6 使用可能ユーザーを選び、[ユーザ ID ]、 [パスワー 
ド]を設定し、[次へ]をクリックずる 

[ユーヴ ID ]、 [パスワード]の設定は、プ□バイダから提供 
された各種情報を、大文字•ル文字などにミ主意し、正確に 
入力してください。 



かん j 


7 設定情報を確認し、[完了]をクリックずる 
8 [0 K ] をクリックずる 


設定した通信を実行する 


あらかじめ、 FOMA 端末とパソコンを接続してくだ 
さい。 

例 ： Windows XP の場合 


デスクトップの接続アイコンをダブル 
クリックずる 

通信び開始されます。 

スター トメ ニュー か5起動する場合 

Windows XP 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサ U ] 一 
[通信]^[ネットワーク接続]をク U ックします。 
Windows 2000 Professional 

[スタート]一[プ□グラム]一[アクセヴ U ] 一 [通信]一 
[ネットワークとダイヤルアップ接続]をク U ックし 
ます。 



FOMA 


2 [ユーザー名]、[パスワー H *'] を入力し、[ダイヤル] 
をクリックずる 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場 S ま、[ユーヴー名]、 
[パスワード]は空欄でち接続でをます。 

接続び実行されます。 



♦パソコンに 表示される通信速度は、実際の通信速度とは異 
なる場合びあります。 

参 通信中は FOMA 端末にアイコンび表示されます。 


パケット通信中(データ送受信なし） 



パケット通信中(データ送受信中) 


I 庶卜送 i 中 


64 K データ通信中 


ffrl 聲 厨」目 1則ょ I 

|64K データ通信中 I 


キャンたル」 
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通信を切断する 


インターネットブラウヴを終了しただけでは切断され 
ない場合びあります。確実に切断するためには、下 
の操作を行って < ださい。 


4 画面に従ってパソコンを再起動ずる 

システム設定び最適化されます。 


最適化を解除する場合 


1 タスクトレイのダイヤルアップアイ 
コンをクリックずる 

2 [切断]をクリックずる 

接続び切断されます。 


巧 

ダイヤルアップ 


アイつン 


通信設定最適化 


通信設定最適化ソフトは FOMA ネットワークでパケッ 
卜通信を行ラとさに、 TCP / IP の伝送能力を最適化する 
ための 「 TCP パラメータ設定」ツールです。 FOMA 端末 
の通信性能を最大限に活用するには、このソフトウェ 
アによる通信設定び必要です。 

-海外でパソコン接続を行ラ場合は、通信設定最適化 
を解除してからご利用ください。 


例： HIGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利用している場合 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[通信設定最適化] 
をクリックずる 
タスクトレイか5操作する場合 

タスクトレイの「3」をク U ックします。 



Windows XP の場合 


ダイヤルアップごとに最適化設定び可能です。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[通信設定最適化] 
をクリックずる 
タスクトレイから操作する場合 

タスクトレイの r な」をク U ックします。 

2 [FOMA HIGH-SPEED 対応端末（受信最 
大 3.6 Mbps )] または [FOMA 端末（受信最大 
384 kbps )] を選び、[最適化を行う]をクリック 
ずる 

• HIGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利用する 
場合は 、 fOMA H に H - SPEED 対応端末（受信最大 
3.6 Mbps )] を選択します。 「 HIGH - SPEED 対応端末の 
確認」画面で[はい]を選択すると、すべてのダイヤルアッ 
プ設定び HHGH - SPEED 用に最適化されます。 64 K デー 
夕通信など、複数のダイヤルアップ設定びある場合はご 
ミち意ください。 

- HIGH - SPEED に対応していないアクセスポイントを利 
用する場合は、 [ FOMA 端末(受信最大 384 kbps )] を選 
択します。 

システム設定び最適化されている場合 

FOMA 端末!;^外での通信などの理由から設定を解除する 
場合は、最適化を解除する場合 ( P .12 操作2〜 4) と同じ 
操作を行ってください。 

3 最適化するダイヤルアップを選び、[実行]をクリッ 
クずる 



システム設定、ダイヤルアップ設定、それぞれの最適化び 
実行されます。 


2 [最適化を解除ずる]をクリックずる 
HIGH-SPEED に対応していないアクセスポイントを利用 
して、全体のダイヤルアップを解除する場合 

[システム設定]をク U ックし、[最適化を解除する]をク 
U ックします。 

HIGH-SPEED に対応していないアクセスポイントを利用 
して、個別にダイヤルアップを解除する場合 

最適化を解除する接続先のチェックを外して、[実行]^ 
[0 K ] をク U ックしてください。 

-最適化解除を有効にするために、パソコンを再起動し 
てください。 

3 [ OK ] をクリックずる 

4 画面に従ってパソコンを再起動ずる 

最適化の解除び有効になります。 


Windows 2000 Professional の場合 


1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[通信設定最適化] 
をクリックずる 
タスクトレイから操作する場合 

タスクトレイの r 吕 U をク U ックします。 

2 [FOMA HIGH-SPEED 対応端末（受信最 
大 3.6 Mbps )] または [FOMA 端末（受信最大 
384 kbps )] を選び、[最適化を行う]をクリック 
ずる 

システム設定び最適化されている場合 

「現在 、 FOMA HIGH - SPEED 対応端末用に最適化され 
ています。」と表示されます。 

FOMA 端末外での通信などの理由から設定を解除する 
場合は、[最適化を解除する]をク U ックしてください。 

3 画面に従ってパソコンを再起動ずる 

システム設定び最適化されます。 
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接続巧 ( APN ) の設定 


パケット通信を行ラ場合の接続先 ( APN ) の設定をしま 
す。あらかじめ、 FOMA 端末とパソコンを接続してく 
ださい。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、腊続先 ( APN ) 
設定]をクリックずる 

2 [ OK ] をクリックずる 

FOMA 端末から接続先 ( APN ) 設定を取得します。しばら 
くお待ちください。 

3 接続先 ( APN ) を設定ずる 



接続巧 ( APN ) を追加ずる場合 

[追加]をク U ックします。 

接続巧 ( APN ) を編集(修正)ずる場合 

接続先 ( APN ) を選び、[編集]をク U ックします。 

接続巧 ( APN ) を削除する場合 

接続先 ( APN ) を選び、梢り除]をク U ックします。 

- [ cid 1] と [ cid 3] に登録されている接続先 ( APN ) は削 
除でをません。 （[ cid 3] を選んで[削除]をク U ックし 
ても、実際には削除されず、 [ mopera . net ] に戻ります） 
ファイルへ保をする場合 

[ファイル]メニュー-^[上書さ保存]/ [名前を付けて保 
存]をク U ックします。 

ファイルから読み込む場合 

[ファイル]メニュ ー- ^[開く]をク U ックし、保存した 
ファイルを選択します。 

FOMA 端末から接続巧 ( APN ) 情報を読み込む場合 

[ファイル]メニュ ー-^ f 0 M A 端末から設定を取得]をク 
U ックします。 

FOMA 端末へ接続巧 ( APN ) 情報を書き込む場合 

[ファイル]メニュ ー-^ fOM A 端末へ設定を書さ込む]を 
ク U ックします。 

ダイヤルアップを作成する場合 

接続先 ( APN ) を選び、[ダイヤルアップ作励をク U ック 
します。画面の指示に従ってパケット通信用のダイヤル 
アップを設定してください。 

♦接続 先 ( APN ) は FOMA 端末に登録される情報のため、異 
なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接 
続先 ( APN ) を登録する必要びあります。 

参 パソコンに登録されている接続先 ( APN ) を継続利用する 
場合は、同じ接続先 ( APN ) の登録番号 ( cid ) を FOMA 端末 
に登録してください。 


FOMA PC 設定ソフトによる通信 
の設定 (Windows Vista の場合） 


FOMA PC 設定ソフトをインストール 
する 


FOMA PC 設定ソフトを使用する場合は、本 CD-ROM 
からインス!-ールしてください。 

- FOMA PC 設定ソフトをインス I -ールする場合は、必ずパソ 
コンの管理者権限を持ったユーヴーアカウントで行ってくだ 
さい。それけ外のアカウントでインス!-ールを行ラとエラー 
となります。管理者権限の設定については、各パソコンメー 
力やマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

- FOMA 端末の FOMA 通信設定ファイルびパソコンに正しく設 
定されていることを確認してください。 （ P .5) 

1 「FOMA SO 905 に S 用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セツトずる 



2 [データリンクソフト-各種設定ソフト] 一 FOMA 
PC 設定ソフトの[インス I ル]をクリックずる 

-[インス!''ール]をク U ックすると、下記のよラな警告画 
面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキュ U ティの設定によって表示されます 
び、使用には問題ありません。 

「ファイルのダウン□-ドーセキュリティの警告」画面 
び表示された場合 

[実行]をク U ックしてください。 



ユーヴーアカウント制御画面び表示されます。 

3 [続行]をクリックずる 
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4 [次へ]をクリックずる 

FOMA PC 設定ソフトの使用許諾契約び表示されます。 

5 内容をご確認の上、契約内容に同意ずる場合は[は 
し、]をクリックずる 


[いいえ]をク U ックした場合 

インストールは中止されます。 

6 インス!ル先を確認し、[次へ]をクリックずる 



変更する場ち 

[参照]をク U ックし、任意のインストール先を指定して 
[次へ]をク U ックします。 

7 プ□グラムフォルダのフォルダ名を確認し、[次へ] 
をクリックずる 



変更する場合 

新規フォルダ名を入力し、[次へ]をク U ックします。 

8 [完了]をクリックずる 

インストールび完了すると 、 FOMA PC 設定ソフトの操作 
画面び起動します。 


FOMA PC 設定ソフトをアンインストー 
ルずる 


1 起動中①プ□グラムを終了ずる 

FOMA PC 設定ソフトを終了します 。 FOMA PC 設定ソフ 
卜ち下の[終了]をク U ックします。 

2 [スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックし、 
[プ□グラムのアンインス I -一 j レ]をクリックずる 


3 [NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト]を選び、 
[アンインス I -一 j レ]をクリックずる 



ユーヴーアカウント制御画面び表示されます。 

4 [続行]をクリックずる 


削除確認画面び表示されます。 

5 削除ずるプ□グラム名を確認し、[はい]をクリッ 
クずる 

アンインス I -ールび実行され、プ□グラムび削除されます。 

6 [完了]をクリックずる 

FOMA PC 設定ソフトのアンインス I -ールび終了します。 


各種設定前の準備 


FOMA 端末でのインターネット接続には、ブ□ー ドバ 
ンド接続オプションなどに対応した 「mopera U 」 のご 
利用をおすすめします。（別途お申し込みび必要です） 
また、今すぐに簡単にインターネットに接続したいち 
には、 「 mopera 」 び便利です。 

お客様の選択した「接続方法」および「接続プ□バイダ」 
の情報に従い、表示される設問に対する選択-入力を 
進めていくと、簡単に FOMA 用ダイヤルアップを作成 
でさます。 

設定の前に FOMA 端末びパソコンに接続され、正しく 
認識されていることを確認してください。 （ P .4、 己） 

1 [スタート]一[ずべて①プ□グラム]一 [FOMA PC 
設定ソフト]をクリックずる 
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かんたん設定(パケツト通信) 


パケット通信は、画像を含むサイトやインターネットホーム 
ページの閲覧、ファイルのダウン□ードなどのデータ量の多い 
通信を行ラと、通信料び高額になりますのでごを意ください。 


fmopera UJ/lYnoperaJ を利用する場合 


「 mopera 」 をご利用いただく場合、通信速度は送受信とも最 

大 384 kbps までとなります。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かんたん設定] 
をクリックずる 

2 [パケット通信]を選び、[次へ]をクリックずる 

3 [Fmopera U 』 への接続]または [『 mopera 』 への接 
続]を選び、[次へ]をクリックずる 

[Fmopera U 』 への接続]を選択したときは、ご契約の確認 
画面び表示されます。ご契約びお済みの場合は[はい]をク 
U ックしてください。 

4 [0 K ] をクリックする 

FOMA 端末から接続先 ( APN ) 設定を取得します。しばら 
くお待ちください。 

5 [接続名]に接続名(任意の名前)を入力し、[次へ] 
をクリックずる 

•半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「<」レ」「 I 」「」 ru は入力できま 
せん。 

• fmopera U 」 または 「 mopera 」 をご利用の場合は、発信 
者番号通知び必要です。[設定しない(推奨)]または[186 
を付加する（通知する)]を選択してください。 

- rmoperaU 」 は [ PPP 接続]、 [ IP 接続]両方に対応してい 
ます。海外で利用する場合は、 [ IP 接続]を選択し、発信 
者番号通知は[設定しない(推奨)]を選択してください。 

- rmopera 」 は [ PPP 接続]のみに対応し、海外で利用する 
ことはでさません。 



6 [ユーザ ID ]、 [パスワー H *'] を設定し、[次へ]をク 
リックずる 

[ユーヴ ID ]、 [パスワー问は空欄でも接続できます。 


その他のプ□バイダを利用する場合 


1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かんたん設定] 
をクリックずる 

2 接続方法に[パケット通信]を選び、[次へ]をクリッ 
クずる 

3 接続先に[その他]を選び、[次へ]をクリックずる 


4 [0 K ] をクリックずる 

FOMA 端末から接続先 ( APN ) 設定を取得します。しばら 
くお待ちください。 

5 [接続名]に接続名(任意の名前)を入力ずる 


•半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「<」「〉」 r I 」 r 」「!」は入力できま 
せん。 

-接続ち式は [ PPP 接続]を選択してください。 

-海外で利用する場合は、 [ IP 接続]を選択してください。 

• アクセスポイントの接続ち式によっては、接続でをない 
ことびあります。 

-発信者番号通知の設定については、ご利用になるプ□バ 
イダの指示に従ってください。 



■ 高度な設定 ( TCP / IP の設定） 

[詳細情報の設定]をク U ツクすると、 [ IP アドレス]、[ネー 
ムサーバー] の設定画面び表示されます。ご加入のプ□バイ 
ダや、社内 LAN などのダイヤルアツプ情報として入力び必 
要な場合は、入力指示情報を元に各種アドレスを登録して 
ください。 

6 腊続巧 ( APN ) 設赶をクリックずる 



7 設定情報を確認し、[完了]をクリックずる 


8 [0 K ] をクリックずる 
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7 [追加]をクリックし、接続巧 ( APN ) を設定し、 
[0 K ] をクリックずる 


8 新しく設定した接続巧 ( APN ) を選び、 [0 K ] をク 
リックずる 

9 [次へ]をクリックずる 

10 [ユーザ ID ]、 [パスワード]を設定し、[次へ]をク 
リックずる 

[ユーヴ ID ]、 [パスワード]の設定は、プ□バイダから提供 
された各種情報を、大文字•ル文字などにを意し、正確に 
入力してください。 



11 設定情報を確認し、[完了]をクリックずる 
12 [ OK ] をクリックずる 


かんたん設定 (64 K データ通信) 


fmopera UJ/rmoperaJ を利用する場合 


• 64 K データ通信は、長時間通信を行うと、通信料び高額にな 
りますのでごを意ください。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かんたん設定] 
をクリックずる 

2 [64 K データ通信]を選び、[次へ]をクリックずる 

3 [Fmopera U 』 への接続]または [『 mopera 』 への接 
続]を選び、[次へ]をクリックずる 

[Fmopera U 』 への接続]を選択したときは、ご契約の確認 
画面び表示されます。ご契約びお済みの場合は[はい]をク 
U ックしてください。 

4 [接続名]に接続名(任意の名前)を入力し、[次へ] 
をクリックずる 

. 半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「<」「〉」「1」「’」「!」は入力できま 
せん。 

-[モデムの選択]び 『0 MA SO 905 に幻になっていない 
場合は、 fOMASO 905 に S ] を選択します。 

• fmopera U 」 または 「 mopera 」 に接続するためには、発 
信者番号通知び必要です。 [186 を付加する（通知する)] 
を選択してください。 



5 [ユーザ ID ]、 [パスワー H *’] を設定し、[次へ]をク 
リックずる 

[ユーヴの]、[ノなワー问は空欄でも接続できます。 

6 設定情報を確認し、[完了]をクリックずる 
7 [ OK ] をクリックずる 


cid は2または4〜10に設定します。 
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その他のプ□バイダを利用する場合 7 設定情報を確認し、[完了]をクリックずる 


1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かんたん設定] 8 [0 K ] をクリックずる 
をクリックずる 

2 接続方法に [64 K データ通信]を選び、[次へ]をク 
リックずる 

3 接続先に[その他]を選び、[次へ]をクリックずる 
4 ダイヤルアップ情報を入力ずる 

-発信者番号通知の設定については、ご利用になるプ□バ 
イダの指示に従ってください。 

[接; P 各]; 

接続名(任意の名前)を入力します。 

. 半角の「¥」「/」「:」「*」「?」「<」「>」「1」「"」「!」は入力できま 
せん。 


設定した通信を実行する 


あらかじめ、 FOMA 端末とパソコンを接続してくだ 
さい。 


デスクトップの接続アイコンをダブル 
クリックずる 

通信び開始されます。 

スタートメニューから起動する場合 

[スタート]^[接続先]をク U ックし、麽示]に[すべて] 
を選びます。接続するダイヤルアップを選び、[接続]を 
ク U ックします。 


新^ 

FOMA 


[モデムの選択]: 

『OMA SO 905 に S ] を選択します。 

標話番号]: 

プ□バイダ接続の電話番号を入力します。 

-プ□バイダから提供された情報を正確に入力してくだ 
さい。 



■ 高度な設定 ( TCP / IP の設定） 

簡細情報の設茵をク U ックすると、 [ IP アドレス]、[ネー 
ムサーバー] の設定画面び表示されます。ご加入のプ□バイ 
ダや、社内 LAN などのダイヤルアップ情報として入力び必 
要な場合は、入力指示情報を元に各種アドレスを登録して 
ください。 

5 [次へ]をクリックする 


2 [ユーザー名]、[パスワード]を入力し、[ダイヤル] 
をクリックずる 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、[ユーヴー名]、 
[パスワー问は空欄でち接続でをます。 

自分むがのユーザーに接続を許可する場合 

[次のユーヴーび接続するとさ使用するために、この 
ユーヴー名とパスワードを保をする]をチェックし、 
[このコンピュータを使ラすベてのユーヴー]を選択し 
ます。 

接続び実行されます。 



6 [ユーザ ID ]、 [パスワー H *’] を設定し、[次へ]をク 
リックずる 


[ユーヴ ID ]、 [パスワード]の設定は、プ□バイダから提供 
された各種情報を、大文字•ル文字などにミ主意し、正確に 
入力してください。 



♦パソコンに 表示される通信速度は、実際の通信速度とは異 
なる場合びあります。 

参 通信中は FOMA 端末にアイコンび表示されます。 

パ^ツト通信中(データ送受信なし） 

|7 り T ツト®信中 I 

)タッ h 通信中(データ送受信中） 

-- 百 i 則香 


64 K データ通信中 


[111 I 妳首 I 則?] 

|64 K データお信中 


階卜を i 中 
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通信を切断する 

インターネットブラウヴを終了しただけでは切断され 
ない場合びあります。確実に切断するためには、下 
の操作を行ってください。 

1 タスクトレイのダイヤルアップアイ 
コンをクリックずる 

2 接続しているダイヤルアップを選び、 

[切断]をクリックずる 

接続び切断されます。 


苗! 

ダイヤルアップ 
アイつン 


接続巧 ( APN ) の設定 


パケット通信を行ラ場合の接続先 ( APN ) の設定をしま 
す。あらかじめ、 FOMA 端末とパソコンを接続してく 
ださい。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、鳩続先 ( APN ) 
設定]をクリックずる 

2 [0 K ] をクリックずる 

FOMA 端末から接続先 ( APN ) 設定を取得します。しばら 
くお待ちください。 

3 接続先 ( APN ) を設定ずる 



接続巧 ( APN ) を追加ずる場合 

[追加]をク U ックします。 

接続巧 ( APN ) を編集(修正)ずる場合 

接続先 ( APN ) を選び、[編集]をク U ックします。 

接続巧 ( APN ) を削除する場合 

接続先 ( APN ) を選び、悄り除]をク U ックします。 

- [ cid 1] と [ cid 3] に登録されている接続先 ( APN ) は削 
除でさません。 （[ cid 3] を選んで[削除]をク U ックし 
ても、実際には削除されず、 [ mopera . net ] に戻ります） 
ファイルへ保存ずる場合 

[ファイル]メニュー-^[上書さ保を]/ [名前を付けて保 
を]をク U ックします。 

ファイルから読み込む場合 

[ファイル]メニュ ー- ^[開く]をク U ックし、保存した 
ファイルを選択します。 

FOMA 端末か5接続巧 ( APN ) 情報を読み込む場合 

[ファイル]メニュ ー-^ [ FOMA 端末から設定を取得]をク 
U ックします。 

FOMA 端末へ接続巧 ( APN ) 情報を 書き 这む場合 

[ファイル]メニュ ー -- fOM A 端末へ設定を書を込む]を 
ク U ックします。 

ダイヤルアップを作成する場合 

接続先 ( APN ) を選び、[ダイヤルアップ作励をク U ック 
します。画面の指示に従ってパケット通信用のダイヤル 
アップを設定してください。 

♦接続 先 ( APN ) は FOMA 端末に登録される情報のため、異 
なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接 
続先 ( APN ) を登録する必要びあります。 

参 パソコンに登録されている接続先 ( APN ) を継続利用する 
場合は、同じ接続先 ( APN ) の登録番号 ( cid ) を FOMA 端末 
に登録してください。 


FOMA PC 設定ソフトを®わな 
い通信の設定 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信また 
は 64 K データ通信を設定する方法について説明します。 
設定を行うためには、 AT コマンドを入力するための通 
信ソフトび必要です。ここでは、 Windows 標準添付の 
「八イノ く一夕一三ナル」を使って説明します。 


接続巧 ( APN ) の設定 

パケット通信を行う場合の接続先 ( APN ) を設定します。 
- 64 K データ通信の場合、パケット通信の接続先び rmopera U 」 
または 「 mopera 」 の場合、設定不要です。 

例 ： Windows XP の場合 

1 FOMA 端末とパソコンを接続ずる 

2 [スタート]一[ずべてのプログラム]一[アクセサリ] 
一[通信] 一 [ A イパーターミナル]をクリックずる 

八イノ（一夕一三ナルび起動します。 

Windows 2000 Professional の場合 

[スタート]一[プ□グラム]一[アクセヴ U ] 一 [通信]一 
[八イノ 夕ーミナル]をク U ックします。 

Windows Vista の場合 

Windows Vis ねでは八イパーターミナルびサポートさ 
れなくなりました。他のター三ナルソフトを使用して、 
同様の操作を行ってください。 

3 [名前]に任意の名前を入力し、 [ OK ] をクリックずる 


按窝の該ミ 回医) 


聲巧しぃ巧椅 

るおを人力し、7イ]ンを涅んでください： 

る前(ゅ— _ 

に amplel 
アイエ/の： 

因隹翁嘿磯！®爲譜 

< > 


][ キャシだル ) 


4 [電話番号]に実在しない電話番号 ( ro 」 など)を仮入 
力し、[接続方法]に 「FOMA SO 905 に S 」 を選択 
し、 [ OK ] をクリックずる 

接続画面び表示されます。 
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5 [キャンセ j レ]をクリックずる 

6 接続先 ( APN ) を入力し、曰を巧ず 

入力形式 

AT + CGDCONT =< cid >, " PPP " , ‘と PN " 日 

2、4〜10の登録 接続先の名称を""で 

番号を入力 囲んで入力 


入力した AT コマンドび表示されない場合 

rATE1 白」と入力してください。 

接続先 ( APN ) び設定されると、 「 OK 」 と表示されます。 



7 [ファイル]メニュ ー- J ハイパーターミナルの終 
了]をクリックずる 

八イノ（一夕一 S ナルび終了します。 

• 「現在、接続されています。切断してちよろしいですか？」 
と表示されたとをは、[はい]を選択してください。 

• Windows XP の場合、 「" XXX " と名前付けされた接続を 
保存しますか？」と表示されますび、特に保存する必要 
はありません。 

• Windows 2000 Professional の場合、「セッション 
XXX を保をしますか？」と表示されますび、特に保存す 
る必要はありません。 

接続巧 ( APN ) をリセットずる場合 

入力形式 

AT + CGDCONT = 曰(すべての cid を U セットする場合） 
AT + CGDCONT =< cid > 日（特定の cid のみ U セットす 
る場合） 

現在の接続巧 ( APN ) を表示ずる場合 

入力形式 

AT + CGDCONT ? 目 


発信ち番号の通知/非通知の設定 


発信者番号は、お客様の大切な情報です。通知する際 
には、十分にごミ主意ください。 

• fmopera U 」 または 「 mooera 」 を利用する場合は、発信者番 
号の通知び必要です。 

1 接続先 ( APN ) ①設定 ( P .18) の操作1〜5を行う 

2 パケット通信時の発信者番号の通知/非通知を設定 
ずる 

入力形式 

AT * DGPIR =< n > 日 

"1^1 :「184」（非通細を付けます。 

2 :「186」頒細を付けます。 

入力した AT コマンドび表示されない場合 
rATE 1 白」と入力してください。 

発信者番号の通知/非通知び設定されると、 「 OK 」 と表示さ 
れます。 


■ ダイヤルアップネットワークで①通知/非通知設定に 
ついて 

ダイヤルアップネットワークの設定 ( P .19) でち、接続 
先の番号に 186 (通知） /184 (非通知)を付けることびで 
さます。 


* DGP 旧 コマンド、ダイヤルアップネットワークの設 
定の両方で設定を行った場合、 I ソ下のようになります。 


ダイヤルアップネットワー 
クの設定 レ cid >=3 の場合） 

*DGP 旧コマンドによる設定 

設定なし 

非通知 

通知 

水99水** 3# 

通知 

非通知 

通知 

184水99水** 3# 

非通知 

186 * 99 * * * 3# 

通知 


ダイヤルアップネットワークの設定 


Windows XP の場合 


1 [スタート]一[ずべて①プ□グラム]一[アクセヴ 
リ]一随信]一廝しい接続ウィザード]をクリック 
ずる 

新しい接続ウィヴード画面び表示されます。 

2 [次へ]をクリックずる 

3 [インターネットに接続ずる]を選び、[次へ]をク 
リックずる 

4 [接続を手動でセットアップずる]を選び、[次へ] 
をクリックずる 

5 [ダイヤルアップモデムを使用して接続ずる]を選 
び、[次へ]をクリックずる 

6 [モデム - FOMA SO 905 に S ] をチェックし、[次 
へ]をクリックずる 

• デバイスの選択画面は、複数のモデムび存在するとをの 
み表示されます。 

7 [に P 名]に任意の名前を入力し、[次へ]をクリッ 
クずる 
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8 [電話番号]に接続先番号を入力し、[次へ]をクリッ 
クずる 



パケット通信の場合 

「*99* * *< cid 〉#」 を入力します。 < cid 〉 には接続先 
の登録番号を入力します。 

64 K データ通信の場合 

接続先の電話番号を入力します。 

9 [ユーザー名]、[パスワード]、[パスワードの確認 
入力]を入力し、[次へ]をクリックずる 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、[ユーヴー名]、 
[ノ（スワード]は空欄でち接続でをます。 



10 [完了]をクリックずる 

11 [スタート]一[ずべて①プ□グラム]一[アクセヴ 
リ]^[通信]^[ネットワーク接続]をクリックずる 


14 [ネットワーク]タブをクリックし、各項目を確認 
し、[設定]をクリックずる 

• [呼び出すダイヤルアップサーバーの種類]は、 [ PPP : 

Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet ] を選択します。 

-[この接続は次の項目を使用します]は、[インターネッ 
トプ □ トコル ( TCP / IP )] のみをチェックします 。 [QoS 
パケットスケジューラ]は設定変更びでをませんので、 
そのままにしておいて < ださい。 


卜 SAMPLE のブロパティ 巧が I 


をおオプション t キュリテ " T [ネツトワーク L 註を田記定 


呼口化すタイヤルアップサイトの桂ま目必 



[ 設定を）；) 


この巧揃ま汝の巧目をほ用しますり): 



□ @ Microsoft ネットワーウ用乃イルとブリンタ輿ち 

□ 1^ Microsoft ネットワ-ク用クライアント 


[ インストール妙''') [ プ□バテイ⑩ ) 

i が月 


0 K J I キヤシセル ] 


15 ずべてのチェックを外し、 [ OK ] をクリックずる 



16 [ OK ] をクリックずる 

接続先と下じド/1ドプ〇トコルび設定されます。 


Windows 2000 Professional の場合 


12 作成した接続先アイコンを選び、[ファイル]メ 
ニュー- J プ□パテイ]をクリックずる 

13 [全般]タブの各項目を確認ずる 

• パソコンに2台上のモデムび接続されている場合は、 
[接続ち法]で[モデム - FOMA SO 905 に S ] のみに 
チェックします。 

-[ダイヤル情報を使う]のチェックを外します。 



1 [スタート]^[プログラム]^[アクセヴリ]^[通 
信]一[ネットワークとダイヤルアップ接続]をク 
リックずる 

ネットワークとダイヤルアップ接続画面び表示されます。 

2 [新しい接続の作肋アイコンをダブルクリックずる 

所在地情報画面び表示されます。 

- 2回目け降は、ネットワークの接続ウイヴード画面び表 
示されます。操作5に進んでください。 

3 [市外局番]に局番を入力し、 [ OK ] をクリックずる 

電話とモデムのオプション画面び表示されます。 

4 [ OK ] をクリックずる 

ネットワークの接続ウイヴード画面び表示されます。 

5 [次へ]をクリックずる 

6 [インターネットにダイヤルアップ接続ずる]を選 
び、[次へ]をクリックずる 

7 [インターネット接続を手動で設定ずるか、または 
□一カルエリアネットワーク （ LAN ) を使って接続 
しまず]を選び、[次へ]をクリックずる 
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8 [電話回線とモデムを使ってインターネットに接続 
しまず]を選び、[次へ]をクリックずる 

9 [インターネットへの接続に使ラモデムを選択ず 
る]び [FOMA SO 905 に S ] になっていることを確 
認し、[次へ]をクリックずる 

• お使いになるパソコンの動作環境によっては、画面は表 
示されません。その場合は、操作10に進みます。 

10 [電話番号]に接続先番号を入力し、[詳細設定]を 
クリックずる 
パケット通信の場合 

「*99* * *< cid 〉#」 を入力します。 < cid 〉 には接続先 
の登録番号を入力します。 

64 K データ通信の場合 

接続先の電話番号を入力します。 

11 [接続]タブの各項目を画面例のよラに設定ずる 



12 [アドレス]タブをクリックし、各項目を画面列の 
よラに設定ずる 



13 [ OK ] をクリックする 

14 [次へ]をクリックずる 

15 [ユーザー名]、[パスワー H *'] を入力し、[次へ]を 
クリックずる 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、[ユーヴー名]、 
[パスワー问は空欄でち接続でさます。 

16 [接続名]に接続名(任意の名前)を入力し、[次へ] 
をクリックずる 

17 [いいえ]を選び、[次へ]をクリックずる 


18 [今ずぐインターネットに接続ずるにはここを選ん 
で[完了]をクリックしてください]のチェックを外 
し、[完了]をクリックずる 

19 作成した接続巧アイコンを選び、[ファイル]メ 
ニュ ー- J プロパティ]をクリックずる 

20 [全般]タブの各項目を確認ずる 

-パソコンに2台け上のモデムび接続されている場合は、 
[接続ち法]で[モデム - FOMA SO 905 に S ] のみに 
チェックします。 

-[ダイヤル情報を使う]のチェックを外します。 



21 [ネットワーク]タブをクリックし、各項目を確認 
し、[設定]をクリックずる 

-[呼び出すダイヤルアップサーバーの種類]は、 [ PPP ： 
Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet ] を選択します。 

-コンポーネントは、[インターネットプ □ トコル ( TCP / 
IP )] のみをチェックします。 



22 ずべてのチェックを外し、 [ OK ] をクリックずる 



23 [ OK ] をクリックずる 

接続先と下じド/1ドプ〇トコルび設定されます。 
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Windows Vis ねの場合 


1 [スタートト[接続先]をクリックずる 

2 [接続またはネットワークをセットアップしまず] 
をクリックずる 

3 [ダイヤルアップ接続をセットアップしまず]を選 
び、[次へ]をクリックずる 

4 [モデム- FOMASO 905 に S ] をクリックずる 

-デバイスの選択画面は、複数のモデムび存在するとさの 
み表示されます。 

5 [ダイヤルアップの電話番号]に接続先番号を入力 
ずる 



パケット通信の場合 

「*99* * *< cid 〉#」 を入力します。 < cid 〉 には接続先 
の登録番号を入力します。 

64 K データ通信の場合 

接続先の電話番号を入力します。 

6 [ユーザー名]、[パスワード]を入力し、[接続名] 
に任意の名前を入力して[接続]をクリックずる 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場 S ま、[ユーヴー名]、 
[ノ（スワー问は空欄でも接続でをます。 

接続中の画面び表示されます。 


7 [スキップ]をクリックずる 

8 [接続をセットアップします]をクリックずる 

9 [閉じる]をクリックずる 

新しいダイヤルアップび作成されます。 

10 [スタートト腊続先]をクリックずる 

11 作成した接続先アイコンをちクリックし、[プ□パ 
テイ]をクリックずる 


12 [全般]タブの各項目を確認ずる 

-パソコンに2台!;!上のモデムび接続されている場合は、 
[接続の方法]で[モデム - FOMA SO 905 に S ] のみに 
チェックします。 

-[ダイヤル情報を使う]のチェックを外します。 



13 [ネットワーク]タブをクリックし、[この接続は次 
の項目を使用しまず]に[インターネットプ□トコ 
ルノ（ージョン4 ( TCP / IPV 4)] びチェックされてい 
ることを確認ずる 

-ご利用になるプ□バイダや企業内 LAN によっては、他 
の項目についてちチェックする必要びある場合びありま 
す。プ□バイダや企業内 LAN の管理者の指示に従って 
チェックしてください。 



14 [オプション]タブをクリックし、 [ PPP 設赶をク 
リックずる 


15 ずべてのチェックを外し、 [ OK ] をクリックずる 
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16 [ OK ] をクリックずる 

接続先と了0ド/1ドプロトコルび設定されます。 




















































































ダイヤルアップ接続する 

あらかじめ、 FOMA 端末とパソコンを接続します。 

例 ： Windows XP の場合 

1 [スタート]一[ずべて①プ□グラム]一[アクセヴ 
リ ] 一[通信]一[ネットワーク接続]をクリックずる 

2 接続先アイコンをダブルクリックずる 

3 各項目を確認し、[ダイヤル]をクリックずる 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、[ユーヴー名]、 
[ノ V ° スワー円は空欄でも接続でをます。 

接続び実行されます。 


参 パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異 
なる場合びあります。 

参 通信中は FOMA 端末にアイコンび表示されます。 


パケット通信中(データ送受信なし） 


陆! J !-白 r 

I パト ットお信中 


パケット通信中(データ送受信中) 

麻- ~ I — ~WM 

レな ット ingfi ホ I 


64 K データ通信中 


[■fill 车 

|641(データ通信中 I 


ダイヤルアップを切断する 

インターネットブラウヴを終了しただけでは切断され 
ない場合びあります。確実に切断するためには、し^下 
の操作を行ってください。 

1 タスクトレイのダイヤルアップアイ 
コンをクリックずる 

2 [切断]をクリックする 

接続び切断されます。 


巧 

ダイヤルアップ 
アイつン 


AT 37 ン 


AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設定 
や変更を行ラためのコマンド(命令)です。 


■ AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作するには、パソコンを 
ター三ナルモードにしてください。 

ター三ナルモードとは、パソコンを1台の通信端末(ター 
三ナル)のよラに動作させるモードです。キーボードか 
ら入力した文字び通信ポートに接続されている機器や 
回線に送られます。 

参オフラインモード 

FOMA 端末び待受の状態です。通常 AT コマンドで FOMA 端 
末を操作する場合は、この状態で操作を行います。 

参オンラインデータモード 

FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のとをに AT コマン 
ドを入力すると、送られてさた文字をそのまま通信先に送信 
して、通信先のモデムを誤作動させることびあります。通信 
中は AT コマンドを入力しないでください。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でを、 AT コマンドで FOMA 端末 
を操作でをる状態です。その場合、通信先との接続を維持し 
たまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられ 
ます。 

-外部機器から、音声電話発信/テレビ電話発信/ 64 K データ通信 
を行った場合、 2 in 1 のモードび A モード、デュアルモードの 
とさは A ナンバーで発信します。 B モードのとさは B ナンバー 
で発信します。 


オンラインデータモードとオンラインコ 
マンドモードを切り替える 


FOMA 端末をオンラインデータモードとオンラインコ 
マンドモードに切り替えるには、し U 下の2つの方法びあ 
ります。 

. 「+++」 コマン ドまたは 「 S 2」 レジスタに設定した コー ドを入力 
します。 

- rAT & D 1」 に設定されているときに、 RS -232 C (がの ER 信号 
を OFF にします。 


《 USB インターフェースにより、 RS -232 C の信号線びエミユ 
レートされていますので、通信アプ U による RS -232 C の 
信号線制御び有効になります。 

オンラインコマンド モー ドからオンライン データ モー 
ドに切り替える場合は、 「 ATO 曰」と入力します。 


■ AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず AT を付けて入力 
します。必ず半角英数字で入力してください。じ(下に 
入力例を示します。 

ATg | * 99 *** 3 # | 旱 

了 

U ターンマーク： Enter キーを巧します。コマ 
ンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容 
コマンド：コマンド名 

AT コマン ドは コマン ドに続くパラメータ(数字や記号） 
を含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字 
から曰を押した直前までの文字のことです。 
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AT コマンドー覽 


FOMA SO 90 日に S で使用できる AT 〕 マンドです。 

[& 円： AT & F コマンドで設定び初期化されるコマンドです。 

[& W ] : AT & VV コマンドで設定び保をされるコマンドです。 ATZ コマンドで設定値を呼び戻すことびでをます。 


コマンド 

概要•パラメータ 

入力例 

N 

直前に実行したコマンドを再実行します。 

N 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを rVerx . xx 」 の形式で表示します。 

AT%V 

AT & C < n > 


DTE への回路 CD 信号の動作条件を選択します。 

AT & C 1 


n =0 

CD 信号は常に ON にします。りラメータ省略時） 


[& F ][& W ] 

n =1 

CD 信号は相手モデムの状態に従って変化します。（お買い上げ時） 


AT & D < n > 


DTE から受け取る回路 ER 信号び ON / OFF 遷移したときの動作を選 
択します。 

AT & D 1 


n =0 

ER 信号の状態を無視します。備に ON ) り（ラメータ省略時） 



n =1 

ER 信号び ON から OFF に変化するとオンラインコマンドモードに 
なります。 


[& F ][& W ] 

n =2 

ER 信号び ON から OFF に変化するとオフラインモードになります。 
(お買い上げ時） 


AT & E < n > 


接続時の速度表示の仕様を選択します。 

AT & E 1 


n =0 

無線区間通信速度を表示します。 


[& F ][& W ] 

n =1 

パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表示します。（お買い上げ時） 


AT & F < n > 


FOMA 端末の AT コマンド設定値をお買い上げ時の設定にします。 
通信中に実行した場合は、通信切断処理を斤います。 

AT & F 0 

n =0 

n =0 のみ指定可能(省略巧） 


AT & S < n > 


FOMA 端末び出力する DR 信号の制御を設定します。 

AT & S 0 


n =0 

DR 信号は常に ON にします。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 


[& F ][& W ] 

n =1 

回線接続時に DR 信号を ON にします。 


AT & W < n > 


現在の設定値を FOMA 端末に書を込みます。 

AT & W 0 

n =0 

n =0 のみ指定可能(省略巧） 


AT*DANTE 

FOMA 端末の電波の受信レベルを r * DANTE : m 」 の形式で表示し 
ます。 

m =0 :圏外、 m =1 〜3 : FOMA 端末に表示されるアンテナの本数 
( m =1 : 0本または1本） 

AT * DANTE 
AT * DANTE =? 

AT * DGANSM =< n > 

パケット着信呼に巧して着信拒否/着信許可を設定します。 

AT * DGANSM =0 


n =0 

着信拒否設定と着信許可設定を OFF にします。（お買い上げ時） 

AT * DGANSM ? 


n =1 

着信拒否設定を ON にします。 

AT * DGANSM =? 


n 二 2 

着信許可設定を ON にします。 


AT * DGAPL =< n >[,< cid >] 

パケット着信呼に対して着信許可を行ラ接続先 ( APN ) を設定しま 
す。 APN は、 r + CGDCONT 」 で定義された < cid 〉 パラメータを使 
用します。 

< cid > び省略された場合には、すべての cid を追加/削除します。 

AT * DGAPL =0,1 

AT * DGAPL ? 

AT * DGAPL =? 


n =0 

< cid > で定義された APN を着信許可 U ストに追加します。 



n =1 

< cid 〉 で定義された APN を着信許可 U ストから削除します。 


AT * DGARL =< n >[,< cid >] 

パケット着信呼に巧して着信拒否を行ラ接続先 ( APN ) を設定しま 
す。 APN は、 r + CGDCONT 」 で定義された < cid 〉 パラメータを使 
用します。 

< cid > び省略された場合には、すべての cid を追加/削除します。 

AT * DGARL =0,1 

AT * DGARL ? 

AT * DGARL =? 


n =0 

< cid > で定義された APN を着信拒否 U ストに追加します。 



n =1 

< cid 〉 で定義された APN を着信拒否 U ストから削除します。 


AT*DG 円 R =< n > 


パケット通信の発着信時の番号通知/非通知を設定します。 

AT*DGP 旧 =0 


n =0 

APN をそのまま使用します。（お買い上げ時） 

AT*DGP 旧？ 


n =1 

APN に「184」を付けます。 

AT * DGPIR =? 


n =2 

APN に「186」を付けます。 


AT*DRPW 

FOMA 端末び受信する電波の受信電力指標を r * DRPW : m 」 の形式 
( m =0 〜 75) で表示します。 

AT*DRPW 

AT * DRPW =? 

AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示します。 （ P .28) 

AT+CEER 

AT + CEER =? 
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コマンド 

概要•パラメータ 

入力例 

AT+CGDCONT=[<cid> [: PPP" [: <APN>"]]] 

パケット発信時の接続先 (APN) を設定します。 

AT+CGDC0NT=2,"PPP","abc" 


cid=1~10 

FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 (APN) を管理す 
る番号です。 

AT+CGDCONT= 
AT+CGDCONT=<ci わ※2 
AT+CGDCONT? 
AT+CGDCONT=? 


APN= 任意 

接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

AT+CGEQMIN=[<cid. し <n> レ m> 山 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS けービ 
ス品質)を許可するかどラかの判定基準を登録します。 

AT+CGEQMIN=2,,384,：3648 

AT+CGEQMIN=2„384 


cid=1~10 

FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 (APN) を管理す 
る番号です。 

AT+CGEQMIN=2,„3648 
AT+CGEQMIN= 
AT+CGEQMIN=<cid> 《2 


n= なし/ 384 

FOMA 端末と基地局間の上り最低通信速度 (kbps) です。 

なし：すべて速度を許容します。（お買い上げ時） 

384 :パケット通信びつなびらない場合びあります。 


nn= なし/ 3648 

FOMA 端末と基地局間の下り最低通信速度 (kbps) です。 

なし：すべて速度を許容します。（お買い上げ時） 

3648 :パケット通信びつなびらない場合びあります。 


AT+CGEQREQ=[<cid>] 

パケット通信の発信時にネットワークへ要まする QoS (サービス品 
質)を設定します。 

AT+CGEQREQ= 
AT+CGEQREQ=<cid〉 《2 


cid=1~10 

FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 (APN) を管理す 
る番号です。 


AT+CGMR 

FOMA 端末のノ（ージョンを16巧の数字で表示します。 

AT+CGMR 

AT+CGMR=? 

AT+CGREG 二 <n> 


ネットワーク登録状態を通知するかどラかを設定します。 

AT+CGREG=1 


n=0 

通知しません。（お買い上げ時） 

AT+CGREG? 

[&F][&W] 

n=1 

圏内眉外の登録状態を r+CGREG:<n>,<s ねわ」のあ式で通知し 
ます。 

stat=0 :圏外、 stat=1 :圏内 （home)、stat=4 :不明、 stat=5 : 
圏内 (visitor） 

AT+CGREG=? 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

AT+CGSN 

AT+CGSN=? 

AT+CLIP=<n> 


64K データ通信の着信時に相手の発信者番号をパソコンに表示する 
かどラかを設定します。 

AT+CUP? を入力すると、 r+CUP:n,m」 び表示されます。 
m=0 :発信時に相手に発信者番号を通知しないネットワーク設定、 
m=1 :発信時に相手に発信者番号を通知するネットワーク設定、 
m=2 :不明 

AT+CLIP=0 

AT+CLIP? 

AT+CLIP=? 


n=0 

表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 


[&F][&W] 

n=1 

表术します。 


AT+CLIR 二 <n> 


64K データ通信の発信時に相手に電話番号を通知するかどラかを設 
定します。 

AT+CUR? を入力すると、 r+CUR:n,m」 び表示されます。 
m=0 : CUR は未起動（常時通知）、 m=1 : CUR は常時起動（常時 
非通知)、 m=2: 不明、 m=3 : CUR テンポラ U- モード俳通知デ 
フオルト）、 m=4 : CUR テンポラ U- モード循知デフオルト） 

AT+CLIR=0 

AT+CLIR? 

AT+CLIR=? 


n=0 

CUR サービスの契約の設定に従います。（パラメータ省略時） 



n=1 

通知しません。 



n=2 

通知します。（お買い上げ時） 


AT+CMEE=<n> 


FOMA 端末のエラーレポートの形式を設定します。 (P.28) 

AT+CMEE=0 


n=0 

「ERROR」 を表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 

AT+CMEE? 

AT+CMEE=? 


n=1 

r+CMEERROR:xxxx」 の形式 (XXXX は数字)で表示します。 

[&F][&W] 

n=2 

r+CME ERROR:xxxx」 の形式 (XXXX は文宇)で表示します。 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局き号を r+CNUM:, "自局電話番号"， type」 の形式 
で表示します。 

type=129 :国際アクセスコード+を含まない、 type=145 :国際 
アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 

AT+CNUM? 

AT+CNUM=? 

AT+CR=<mode> 


回線接続時に 「CONNECT」 を表示する前に、通信の種別を表示す 
るかどラかを設定します。 

AT+CR=0 

AT+CR? 


mode=0 

表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 

AT+CR=? 

[&F][&W] 

mode=1 

r+CR:se「v」 のあ式で表示します。 

serv=SYNC : 64K データ通信、 se「v=GPRS :パケット通信 


AT+CRC=<n> 


着信時に拡張 U ヴルトコードを使用するかどラかを設定します。 

AT+CRC=0 


n=0 

使用しません。（お買い上げ時） 

AT+CRC? 

[&F][&W] 

n=1 

使用します。 

AT+CRC=? 


すべての cid をお買い上げ時の設定に戻します。 
《2指定した cid をお買い上げ時の設定に戻します。 
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コマンド 

概要 •パラメータ 

入力例 

AT + CREG =< n > 


圏外/圏内情報を表示するかどラかを設定します。 

AT + CREG ? を入力すると、 r + CREG :< n >,< s ねわ」の形式で表示 
します。 

stat =0 :圏外、 stat =1 :圏内 （ home )、 stat =4 :不明、 stat =5 : 
圏内 ( visitor ） 

AT + CREG =1 

AT + CREG ? 

AT + CREG =? 


n =0 

表示しません。（お買い上げ時） 


[& F ][& W ] 

n =1 

振术します。 


AT+GMI 

FOMA 端末の製造会社名を表示します。 

AT+GMI 

AT + GMI =? 

AT+GMM 

FOMA 端末名を表示します。 

AT+GMM 

AT + GMM =? 

AT+GMR 

FOMA 端末のノ（ージョンを表示します。 

AT+GMR 

AT + GMR =? 

AT + IFC =< n , m > 


パソコンと FOMA 端末間の□ーカルフ□一制御ち式を設定します。 
n は DCE by DTE の制御、 m は DTE by DCE の制御を設定します。 
m を省略すると 、 DCEby DTE と同じ入力値になります。 

AT + IFC =2,2 

AT + IFC ? 

AT + IFC =? 


n =0 

フ□一制御を行いません。 



n =1 

XON / XOFF フ□-制御を行います。 



n =2 

RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御を行います。（お買い上げ時） 



m =0 

フ□一制御を行いません。 



m =1 

XON / XOFF フ□-制御を行います。 


[& F ][& W ] 

m =2 

RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御を行います。（お買い上げ時） 


AT + WS 46=< n > 


発信時に FOMA 端末び使用する無線ネットワークを設定します。 

AT + WS 46=22 

[& F ][& W ] 

n =22 

FOMA ネットワーク（固定値） 

AT + WS 46? 

AT + WS 46=? 

AT¥S 

コマンドの設定内容と S レジスタを表示します。 

AT¥S 

AT ¥ V < n > 


接続時に拡張 U ヴルトコードを使用するかどラかを選択します。 

AT ¥ V 0 


n =0 

拡張 U ヴルトコードを使用しません。（お買い上げ時、パラメータ 
省略時） 


[& F ][& W ] 

n =1 

拡張 U ヴルトコードを使用します。 


ATA 

FOMA 端末び着信したモードに従って着信処理をします。 


ATD 

パケット通信または 64 K データ通信の発信をします。 

パケット通信の場合 ： 「ATD *99* * * cid #」 の形式で入力します。 
cid を省略すると、 cid =1 になります。 rATD 184*99」 で始まる形 
式で入力した場合、指定した cid の APN に対して184 (発信者番号 
通知なし）び付加されます。 （186 ち同様です） 

64 K データ通信の場合： 「 ATD 電話番号」の形式で入力します。 

U ダイヤル発信の場合： 「 ATDU または 「 ATDN 」 の形式で入力し 
ます。 

ATD * 99 ネネ* 3# 

ATE < n > 


パソコンから送信された文字をエコーバックするかどラかを設定し 
ます。 

ATEO 


n =0 

エコーバックしません。（パラメータ省略時） 


[& F ][& W ] 

n =1 

エコーバックします。（お買い上げ時） 


ATH 

パケット通信または 64 K データ通信を切断します。 

ATH 

ATI < n > 


認識コードを表示します。 

ATIO 


n =0 

「NTT DoCoMo 」 と表示します。（パラメータ省略時） 



n =1 

FOMA 端末名を表示します。 



n =2 

FOMA 端末のノ（ージョンを表示します。 


ATO 

通信中にオンラインコマンドモードからオンラインデータモードに 
移行します。 

ATO 

ATQ < n > 


パソコンに U ヴルトコードを表示するかどラかを設定します。 

ATQ 1 


n =0 

表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 


[& F ][& W ] 

n =1 

表71^しません0 


ATS 0=< n > 


FOMA 端末び自動着信するまでの呼び出し回数を設定します。 

ATS 0=0 


n =0 

自動着信しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 

ATSO ? 

[& F ][& W ] 

n =1 〜 255 

呼び出し回数です。 


ATS 2=< n > 


エスケープキャラクタを設定します。 

ATS 2=0 


n =0~126 

43 :お買い上げ時、0 :パラメータ省略時 

ATS 2? 

[& F ] 

n =127 

エスケープ処理を無効にします。 


ATS 3=< n > 


AT コマンドの文字列の最後を認識する復帰 ( CR ) キャラクタを設定 
します。エコーバックされたコマンド文字列と U ヴルトコードの最 
後に付けられます。 

ATS 3=13 

ATS 3? 

に FI 

n =13 

お買い上げ時 
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コマンド 

概要 •パラメータ 

入力例 

ATS 4=< n > 


改行 ( LF ) キャラクタを設定します。英文字で U ヴルトコードを表示 
する場合、復帰 ( CR ) キャラクタの次に付けられます。 

ATS 4=10 

ATS 4? 

[& F ] 

n =10 

お買い上げ時 


ATS 5=< n > 


AT コマンド入力中に入カバッファの最後のキャラクタを削除する 
バックスぺース （ BS ) キャラクタを設定します。 

ATS 5=8 

ATS 5? 

[& F ] 

n =8 

お買い上げ時 


ATS 6=< n > 


ダイヤルするまでのポーズ時間(秒)を設定します。このコマンドを 
使用してち、レジスタは設定されますび、動作しません。 

ATS 6=5 

ATS 6? 

[& F ] 

n =2 〜 10 

5 :お買い上げ時、パラメータ省略時 


AT %= く n > 


カンマダイヤルするまでのポーズ時間(秒)を設定します。このコマ 
ンドを使用してち、レジスタは設定されますび、ポーズ時間は3秒 
で固定です。 

ATS 8=3 

ATS 8? 

[& F ] 

n =1 〜 255 

60 :お買い上げ時、 121-255 :120とみなす 


ATS 10=< n > 


自動切断の遅延時間 （1/10 秒)を設定します。このコマンドを使用し 
てち、レジスタは設定されますび、動作しません。 

ATS 10=1 

ATS 10? 

[& F ][& W ] 

n =1 〜 255 

1:お買い上げ時、パラメータ省略時 


ATS 30=< n > 


64 K データ通信時、データの送受信びなかった場合に通信を切断す 
るまでの時間(分)を設定します。 

ATS 30=0 

ATS 30? 


n =0 

切断しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 


[& F ] 

n =1 〜 255 

切断するまでの時間(分)です。 


ATS 103=< n > 


64 K データ通信で、着ヴブアドレスを付けて発信する場合の区切り 
を設定します。 

ATS 103=0 

ATS 103? 


n =0 

*( パラメータ省略時） 



n =1 

/( お買い上げ時） 


[& F ] 

n =2 

¥ 


ATS 104=< n > 


64 K データ通信で、発ヴブアドレスを付けて発信する場合の区切り 
を設定します。 

ATS 104=0 

ATS 104? 


n =0 

#(パラメータ省略時） 



n =1 

% (お買い上げ時） 


[& F ] 

n =2 

& 


ATV < n > 


U ヴルトコードの表示ち法を設定します。 

ATV 1 


n =0 

数字で表示します。（パラメータ省略時） 


[& F ][& W ] 

n =1 

文字で表示します。（お買い上げ時） 


ATX < n > 


ビジー!-ーン検出、ダイヤル!-ーン検出、通信速度表示を設定し 
ます。 

ATX 1 


n =0 

ビジー!-ーン検出なし、ダイヤル!-ーン検出なし、速度表示なし 
(パラメータ省略時） 



n =1 

ビジー!-ーン検出なし、ダイヤル!-ーン検出なし、速度表示あり 



n =2 

ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出あり、速度表示なし 



n =3 

ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり 


[& F ][& W ] 

n =4 

ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出あり、速度表示あり 
(お買い上げ時） 


ATZ 

FOMA 端末の設定を AT & W で記憶させた不揮発メモ U の内容にし 
ます。通信中に実行した場合は、回線切断処理を行います。 

ATZ 

+ + + 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンド 
モードに切り替えます。エスケープガード区間は、1秒間の固定です。 

+ + + 
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切断理由一質 


■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN びを在しない、または正しくありません。 

30 

ネットワークよ0切断されました。 

33 

パケット通信の契約びされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため通信でさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありませんで 
した。 

19 

相手び呼び出し中のため通信でさません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効で 
はありません。 

65 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信しました、または着信 
を受けました。 


エラーレポートー覽 


数字表示 

で字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードびセットされ 
ていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモけ外の SIM (FOMA 
カードに相当するにカー 
ド)び挿入されています。 

16 

incorrect password 

パスワードび間違ってい 
ます。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


リザルトコード 


ATVn 〕 マンド ( P .27) び n 二1に設定されている場合は 
文字表示形式(初期値)、 n 二0に設定されている場合は 
数字表示形式で U ヴルトコードび表示されます。 


■ リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意巧 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信びをています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられま 
せん。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル!-ーンび検出でさ 
ません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中で 
す。通信ネットワークび混 
雑しています。 
しばらくたってから接続し 
直してください。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 
参 & E 0 のとさ 


FOMA 端末一基地局間の接続速度を表示します。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

121 

CONNECT 32000 

32,000 bps 

122 

CONNECT 64000 

64,000 bps 

125 

CONNECT 384000 

384,000 bps 

133 

CONNECT 3648000 

3,648,000 bps 


参 & E 1 のとさ 

FOMA 端末ーパソコン間の接続速度を表示します。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

己 

CONNECT 1200 

1,200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2,400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4,800 bps 

12 

CONNECT 9600 

9,600 bps 

16 

CONNECT 19200 

19,200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38,400 bps 

18 

CONNECT 57600 

57,600 bps 

19 

CONNECT 115200 

115,200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230,400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460,800 bps 


参 従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため 
通信速度の表示はしますび、 FOMA 端末ーパソコン間は 
FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売)で接続 
されているため、実際の接続速度と異なります。 


■ 通信プ〇トコ J レリヴ J レトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 
参 ATX 0 が設定されている場合 

接続完了のとをは、 AT ¥ V コマンド ( P .26) の設定にかかわら 
ず、に ONNECT 」 のみ表示します。 


文字表示例 

数字表示例 

ATD *99 ホ本 *3# 

CONNECT 

ATD *99* * *3# 

1 


参 ATX 1 が設定されている場合※ 

- ATX 1、 AT ¥ V 0 び設定されている場合 

接続完了のときは、 rCONNECT < FOMA 端末ーパソコン間 
の速度 >」の書式で表示します。 


文字表示例 

数字表示例 

ATD * 99 * * 本 3# 

CONNECT 460800 

ATD * 99 ホ* 本 3# 

121 


• ATX 1、 AT ¥ V 1 び設定されている場合※ 

接続完了のときは、 rCONNECT < FOMA 端末ーパソコン間 
の速度〉 PACKETc 接続先 APN >/< 上りち向(ド01\/1八端末^ 
基地局間)の最高速度>/<下り方向 ( FOM 八端末^基地局間)の 
最高速度 >」の書式で表示します。 


文字表示例 

数字表示例 

ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera . net /384/3648 

ATD * 99ホ** 3# 

1215 


( mopera . net に、上り最大 384 kbps 、 下り最大3,648 kbps 
で接続したことを表します） 

《 ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続 
び正しく斤えない場合びあります。 AT ¥ V 0 だけでのご利用を 
おすすめします。 


28 











































































































